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例　　言

１  本書は都市計画道路木太鬼無線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第４冊で、御殿貯水　

　　池南遺跡第５次調査の報告を収録した。

２  発掘調査地及び調査期間、調査面積は下記のとおりである。

　　調 査 地：高松市鶴市町１５１８－５、１５３２－６、１６７１－６,７、１６７４－４

　　調査期間：平成２９年３月６日～５月３１日

　　調査面積：約８３３㎡

３  発掘調査及び整理作業は、高松市創造都市推進局文化・観光・スポーツ部文化財課文化財専門員 

　　梶原慎司及び同課非常勤嘱託職員 三輪望が担当した。

４  本報告書の執筆は、第Ⅰ章及び第Ⅲ章を梶原、第Ⅱ章、第Ⅲ章第３節及び第Ⅳ章を三輪が担当し

　　た。編集は三輪が担当し、梶原が補佐した。

５  本報告書の高度値は海抜高を表し、方位は座標北を表す。

６  遺構断面の注記の色調及び土器観察表の色調は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖３６版』

　　を参照した。

７  発掘調査のうち、基準点打設業務及び完掘状況写真撮影業務を株式会社四航コンサルタントに委

　　託した。

８  発掘調査で得られた全ての資料は、高松市教育委員会で保管している。
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第Ⅰ章　調査の経緯と経過

第１節　調査の経緯

　本発掘調査報告書は、高松市都市整備局道路整備課（以下、事業課とする）が事業主体である都市

計画道路木太鬼無線の整備事業を調査原因としたものである。

　同路線は高松市木太町と鬼無町を繋ぐ市内を東西に横断する幹線道路であり、高松市教育委員会（以

下、市教委とする）では、事前に試掘調査を実施し整備範囲における埋蔵文化財の包蔵状況の把握に

努めるとともに、これまでに西ハゼ工区、西春日工区及び鶴市工区で確認された周知の埋蔵文化財包

蔵地「西ハゼ土居遺跡」「北山浦遺跡」「御殿貯水池南遺跡（第１～４次調査）」の発掘調査を実施し、

調査報告書を刊行し記録保存を行ってきた。

　本書報告の「御殿貯水池南遺跡（第５次調査）」については、事業課と市教委との協議の結果、鶴

市工区における埋蔵文化財の包蔵状況が未確認の範囲（第１図参照）について平成２９年２月１日か

ら２月７日の実働５日間で試掘調査を実施した。試掘調査の結果、本書で報告する範囲内で遺構を確

認した。試掘調査の結果や周辺地形により、対象地が浄願寺山から派生する谷の間に挟まれた微高地

上に立地することが明らかになり、御殿貯水池南遺跡と立地や遺構等が類似することから周知の埋蔵

文化財包蔵地「御殿貯水池南遺跡」として追加登録した。

　発掘調査については、事業課と市教委との協議の上、工事計画に合わせて高松市長から香川県教育

委員会（以下、県教委とする）へ文化財保護法第９４条第１項の規定による埋蔵文化財発掘通知を平

成２９年２月２１日付けで提出したところ、同年３月２日付けで県教委から工事着手前に発掘調査を

実施する旨の通知があった。これを受けて、市教委は平成２９年３月６日付けで文化財保護法第９９

条第１項の規定による報告を県教委に提出し、記録保存を目的とした調査を実施したものである。

　以上の調査により、木太鬼無線鶴市工区における埋蔵文化財の包蔵状況の確認及び発掘調査は完了

した。
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第１図　木太鬼無線鶴市工区における調査略歴図
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第２節　試掘調査の概要

　事業対象地の試掘調査は、平成２９年２月１日から２月７日にかけて実働５日間で実施した。トレ

ンチは計１１本設定した（第２図）。

１・２トレンチ

　近年まで宅地が存在した箇所である。層序は地表面から順に花崗土、造成土、黄色ブロックを含む

灰黄色シルト層（地山）であり、宅地造成のため削平された後に造成土が盛られたことを確認した。

遺構・遺物は出土しなかった。

３・４・５・６トレンチ

　近年まで畑地であった箇所である。層序は地表面から順に表土、灰褐色又は黄褐色細粒砂層、黄色

ブロックを含む灰黄色シルト層（地山）である。灰褐色又は黄褐色細粒砂層は流土と考えられ、遺構

面は地山である灰黄色シルト層の上面である。遺構は４・５・６トレンチで流路と考えられる溝状遺

構を複数確認した。溝状遺構の埋土は全て明オリーブ灰色であり、白色の小～大礫（直径 10 ～ 20 ｃ

ｍ程度）を含んでいた。出土遺物はいずれも近代以降のものである。明オリーブ灰色の埋土である遺

構は発掘調査区内でも検出され、出土遺物の帰属時期は全て近代以降であった。以上より４・５・６

トレンチで検出した明オリーブ灰色の埋土である溝状遺構の帰属時期は近代以降である。

７・８トレンチ

　近年まで畑地であった箇所である。層序は地表面から順に表土、黒色ブロックを含む黄褐色シルト

層、白色砂粒を含むにぶい黄褐色細粒砂層である。黒色ブロックを含む黄褐色シルト層は流土と考え

られ、にぶい黄褐色細粒砂層が白色砂粒を含む水性砂質層であること、周辺の地形等からトレンチの

範囲が浅い谷状地形であることが理解できる。

９・１０トレンチ

　近年まで畑地であった箇所である。層序は表土、黄色ブロックを含む黄褐色シルト層（地山）であ

る。遺構面は地山である黄褐色シルト層の上面で、表土下約１０ｃｍである。１０トレンチでは等高

線に平行する溝１条とピットを検出した。いずれも埋土はにぶい黄褐色シルトの層であり、溝からは

土師質土器片が出土したが、細片のため所属時期は不明である。

１１トレンチ

　東側に深い谷があり、谷に向かって落ちていく場所に位置する。近年まで畑地であった箇所である。

層序は地表面から順に表土、白色砂粒を含む明黄褐色細粒砂層である。明黄褐色細粒砂層が白色砂粒

を含む水性砂質層であること、周辺の地形等からトレンチの東側以降は谷状地形であることが理解で

きる。

埋蔵文化財包蔵地の登録について

　試掘調査の結果、１０トレンチで中世以前と考えられる遺構を確認した。遺構からは時期の判明す

る遺物が出土しなかったため詳細な時期は不明だが、御殿貯水池南遺跡と立地や遺構の性格が類似す

ることから、弥生時代又は中世に所属すると考えた。試掘調査と周辺地形の状況から、遺構を検出し

た範囲が浄願寺山から派生する谷の間に挟まれた微高地で、安定した地盤の土地であることが明らか

になったことから、谷の埋土を確認した７トレンチと１１トレンチの間の範囲を埋蔵文化財包蔵地「御

殿貯水池南遺跡」として追加登録された。
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第３節　調査の経過

　調査区が広大かつ廃土を置くスペースが調査区から離れていたため、調査区を東西に二分し、東側

から発掘調査を実施した。発掘調査は３月６日から開始し、５月３１日に終了した。主な工程は以下

の通りである。

　　　３月６日　　　　東側調査区の重機掘削開始、遺構掘削開始

　　　３月９日　　　　東側調査区の重機掘削終了

　　　３月１０日　　　基準点・水準点の設置

　　　４月４日　　　　東側調査区を一部重機掘削

　　　４月６日　　　　西側調査区に仮置きしていた廃土をさらに西側へ移動させる

　　　４月１３日　　　西側調査区の重機掘削開始、遺構掘削開始

　　　４月１８日　　　西側調査区の重機掘削終了

　　　５月９日　　　　ポール撮影による完掘状況の写真撮影

　　　５月３１日　　　機材等撤収の完了

　整理作業は６月１日から開始し、１２月２８日に終了した。
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第２図　試掘トレンチ配置図
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第Ⅱ章　地理的・歴史的環境

第 1節　地理的環境

　高松平野は香川県のほぼ中央に位置し、北は瀬戸

内海に面し、東は立石山地、西は五色台、堂山山地に

よって画され、南は東西に走る讃岐山脈に囲まれた東

西２０ｋｍ、南北１６ｋｍの沖積平野である。讃岐山

脈を源として、東から新川、春日川、詰田川、御坊川、

石清尾山山塊を挟み香東川、本津川が北流し、主に香

東川、新川、春日川の河川活動によって形成された氾

濫源や三角州、扇状地からなる。現在、香東川は近世

初頭に生駒家の家臣西嶋八兵衛によって流路が改修さ

れたものであり、かつては石清尾山塊の南麓で二手に

わかれ、同山塊の東麓（現御坊川）と西麓を流れてい

たと考えられている。

香川県では花崗岩類の上に讃岐岩質安山岩及び凝灰

岩類が覆うことで風化をまぬがれ形成された残丘が平

野部に点在し、独特な景観を作っている。山頂に平坦

面を持つメサと円錐形のビュートがみられるが、石清尾山山塊は後者にあたる。高松平野の東西を画

する立石山地や五色台、堂山山地もこれによって形成された。石清尾山山塊は５つの山で形成されて

いる。東側に稲荷山と室山が南北に並び、その西側に峰山と石清尾山が東西方向に連なる。峰山の南

に浄願寺山が連なっている。

　御殿貯水池南遺跡は、高松平野北西部に位置する石清尾山山塊のひとつ、浄願寺山と峰山に挟まれ

た谷状地形に位置する。遺跡は浄願寺山北側面で緩斜しており、標高は約２７～３６m で勝賀山や香

東川、本津川河口域および瀬戸内海を一望できる。

　高松平野では谷間を塞ぎ止めた「谷池」が多く見られるが、本遺跡の北に位置する御殿貯水池もそ

のひとつである。１９３８年から築造され、約７０万ｔの貯水が可能な溜池である。

第２節　歴史的環境

　本遺跡が属する香東川・本津川下流域及び石清尾山山塊の動態について述べる。

旧石器～縄文時代

　旧石器時代の遺跡は、高松平野西部を流れる本津川流域において比較的良好な状態で確認される。

六ツ目山北麓に所在する中間西井坪遺跡では角錐状石器やナイフ形石器を主体とした複数の石器ブ

ロックが確認された。他にも勝賀山東麓の香西南西打遺跡や西打遺跡からも石器が出土している。

　縄文時代においても明確な遺構が確認されたものは少ない。西打遺跡では流路等から前期末の里木

Ⅰ式土器や石器が出土した。また鬼無藤井遺跡では旧河道から晩期中葉の土器が数点出土している。
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第３図　高松平野と遺跡の位置
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1 御殿貯水池南遺跡　２ 植松城跡 (1)　3 植松城跡 (2) 　4 芝山城跡　5 勝賀廃寺　6 平賀下遺跡　7 藤尾城跡　8 作山城跡　9 香西南西

打遺跡 (1)　10 勝賀城跡　11 沢池西古墳　12 かしが谷 1 ～ 4 号墳　13 佐料遺跡　14 山の神 1 号墳　15 虎池西古墳　16 善師垣古墳

群 17 木舟池下古墳　18 今岡古墳　19 香西五郎塚　20 佐料城跡　21 植松吉兵衛時蔭碑　22 香西南西打遺跡 (2)　23 西打遺跡　24 鬼

無藤井遺跡　25 神高池古墳群 （26 平木１～３号墳　27 鬼無大塚古墳　28 神高池西古墳　29 こめ塚古墳　30 神高池北西古墳　31 古

宮古墳　32 空家古墳　33 神高池南西 1 ・ 2 号墳） 34 佐藤城跡　35 鬼無小学校東塚　36 ( 塚 )　 37 山口遺跡　38 桃太郎神社西遺跡　

39 袋山古墳跡　40 あきやま塚　41 筑城城跡　42 中所地神社前塚　43 王墓古墳　44 相作牛塚古墳　45 ( 塚 )　 46 相作馬塚　47 飯田

町東青木遺跡　48 青木 1 ～ 14 号塚　49 飯田西 1 ～ 4 ・ 7 ～ 37 号塚　50 鬼塚古墳　51 御厩 1 ～ 3 ・ 5 号塚　52 半田池南小塚　53 

紙漉 1 ～ 17,19 ～ 24 ・ 26 号塚　54 御厩大塚　 55 小比賀家住宅　56 下ノ山遺跡　57 摺鉢谷遺跡　58 北山浦遺跡　59 南山浦遺跡　

60 片山池窯跡群　61 坂田廃寺 ・ 坂田廃寺下層遺跡　62 坂田廃寺南窯跡　63 小山窯跡　64 木里神社２～６号墳　65 御殿神社古墳群

１～４号墳　66 御殿貯水池古墳群１～４号墳　67 野山古墳群　68 北山浦古墳群　69 南山浦古墳群

第４図　御殿貯水池南遺跡と周辺の主要遺跡分布



6

弥生時代

　勝賀山東麓では弥生時代前期から古代にかけて数本の旧河道が存在しており、旧河道に挟まれた微

高地上に集落が形成された。前期前半は西打遺跡において溝や土坑が確認され、旧河道から土器が多

く出土した。香西南西打遺跡では旧河道から土器が出土し、近隣の微高地上に居住域が想定できる。

前期後半になると鬼無藤井遺跡において環濠集落が出現する。旧河道を挟んで南に広がる微高地上に

もわずかながら土坑や溝から土器が出土するなど、各微高地上に小規模な集落が比較的短期間営まれ

ていたといえる。

　中期になると、現時点では本津川下流域において遺構が確認できない。後期になると、香西南西打

遺跡では地形に沿った溝が数条検出される。西打遺跡では掘立柱建物を主体とする集落が展開するも、

１型式の幅を超えることなく廃絶する。やや標高が高い場所に位置する佐料遺跡も後期後葉に埋没し

た自然河道及び包含層から大量の土器が出土しており、近隣に集落が形成されたが、洪水等により短

期間で廃絶したとみられる。藤尾城跡からは吉備の特殊器台、特殊壺が出土している。海沿いの小高

い山に位置し北側は当時海であったと考えられ、海を意識した場所から吉備の土器が出土したといえ

る。

　さて、本遺跡が所在する石清尾山山塊の動向に触れる。摺鉢谷遺跡は峰山山頂に位置し、中期中葉

から後葉の弥生土器や石器が多数採集されているため、近くに集落が広がっていた可能性が高い。ま

た、浄願寺山でも、東麓に広がる南山浦古墳群の墳丘の盛土から中期後半の土器がまとまって出土し

ており、近くに集落が広がっていた可能性が高い。御殿貯水池南遺跡１～４次調査で水路と思われる

溝と土坑、ピット等が確認され、後期後葉の土器が出土している。特殊器台や製塩土器、砲弾の可能

性がある磨製石器が認められ、近隣に集落や墓域が存在する可能性がある。

古墳時代

　古墳時代に入ると高松平野でも古墳の築造が開始される。本遺跡の東側に立地する石清尾山山塊に

おいて鶴尾神社４号墳の築造を端緒に石清尾山古墳群が形成された。基本的に前方後円墳という形を

とるものの積石塚であり、棺の主軸は東西方向を採用している、双方中円墳が築造される等、在地色

が強い古墳群であるといえる。同時期に勝賀山の東の尾根上にかしが谷古墳群が築造されている。盛

土による扁平な古墳で主体部は竪穴式石室、箱式石棺である。

【石清尾山塊所在の古墳】

70 西方寺 4 号墳　71 西方寺 5 号墳　72 西方寺 6 号墳　73 木里神社 2 号墳　74 木里神社 3 号墳　75 木里神社 5 号墳　76 木里神社

4 号墳　77 木里神社 6 号墳　78 木里神社 1 号墳　79 石清尾山 13 号墳　80 石清尾山 17 号墳　81 石清尾山 18 号墳　82 石清尾山 12 

号墳　83 石清尾山 11 号墳　84 石清尾山 19 号墳　85 石清尾山 20 号墳　86 石清尾山 10 号墳　87 石清尾山 14 号墳　88 石清尾山

15 号墳　89 石清尾山 23 号墳　90 石清尾山 9 号墳　91 摺鉢谷西斜面 5 号墳　92 石清尾山 7 号墳　93 石清尾山 8 号墳　94 摺鉢谷

西斜面 4 号墳　95 石清尾山 21 号墳　96 石清尾山 6 号墳　97 摺鉢谷西斜面 3 号墳　98 摺鉢谷西斜面 1 号墳　99 石清尾山 3 号墳　

100 摺鉢谷西斜面 2 号墳　101 石清尾山 5 号墳　102 石清尾山 4 号墳　103 石清尾山 2 号墳　104 摺鉢谷東斜面 1 号墳　105 摺鉢谷

東斜面 2 号墳　106 摺鉢谷東斜面 3 号墳　107 摺鉢谷東斜面 5 号墳　108 摺鉢谷東斜面 7 号墳　109 摺鉢谷東斜面 10 号墳　110 摺

鉢谷東斜面 12 号墳　111 摺鉢谷東斜面 13 号墳　112 摺鉢谷東斜面 15 号墳　113 石清尾山 1 号墳　114 石清尾山 22 号墳　115 猫塚

古墳　116 北山浦 3 号墳　117 北山浦 1 号墳　118 北山浦 2 号墳　119 御殿神社 2 号墳　120 御殿神社 3 号墳　121 御殿神社 1 号墳　

122 御殿神社 4 号墳　123 御殿貯水池 4 号墳　124 御殿貯水池 1 号墳　125 御殿貯水池 2 号墳　126 御殿貯水池 3 号墳　127 野山 10 

号墳　128 野山 11 号墳　129 野山 3 号墳　130 野山 9 号墳　131 野山 1 号墳　132 野山 5 号墳　133 野山 6 号墳　134 野山 2 号墳　

135 野山 8 号墳　136 野山 4 号墳　137 野山 7 号墳 138 浄願寺山古墳群　139 南山浦 12 号墳　140 南山浦 13 号墳　141 南山浦 11 

号墳　142 南山浦 6 号墳　143 南山浦 9 号墳　144 南山浦 10 号墳　145 南山浦 8 号墳　146 南山浦 4 号墳　147 南山浦 5 号墳　148 

南山浦 7 号墳　149 南山浦 3 号墳　150 南山浦 2 号墳　151 南山浦 1 号墳　152 浄願寺山 56 号墳　153 浄願寺山 57 号墳　154 小山

山頂古墳　155 片山池 1 号墳　156 片山池 2 号墳　157 片山池 3 号墳　158 がめ塚古墳　159 がめ塚 2 号墳　160 がめ塚 3 号墳　161 

がめ塚 4 号墳
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　中期前葉に石清尾山山塊の築造が終息すると時期を同じくして今岡古墳が築造された。勝賀山から

東へ延びる尾根の先端に位置し、全長約６０ｍの盛土の前方後円墳である。墳丘に円筒埴輪や形象埴

輪、主体部に長持形の土師質陶棺が置かれていた等から畿内と密接な関係を持つ古墳であると考えら

れる。これらの埴輪や陶棺は六ツ目山北麓の中間西井坪遺跡で製作されたようである。

　今岡古墳の築造後、本地域では中小規模（２０～３０ｍ級）の前方後円墳・円墳が築造されるよう

になる。石清尾山山塊南端では中期後葉に所在するがめ塚古墳、本津川と香東川に挟まれた平野部に

おいては中期後葉～後期前葉に弦打王墓古墳、相作牛塚古墳、相作馬塚古墳、青木１号塚が築造され

る。相作牛塚古墳は開発に伴う遺物採集、相作馬塚古墳は発掘調査がされている。その結果、墳丘上

には円筒埴輪・形象埴輪を配置し、須恵器や甲冑等が副葬されたことがあきらかとなった。中でも相

作馬塚古墳は副葬品や主体部の形態等から渡来系の要素が読み取れる。

　後期前葉以降は平野部で古墳が見られなくなり、石清尾山山塊や勝賀山東麓で横穴式石室を採用し

た群集墳の築造がはじまる。勝賀山東麓では山野塚古墳から始まる神高池古墳群が知られている。多

くが巨石墳であり、特に古宮古墳は石室の規模が一番大きく、出土遺物も武具やガラス玉、勾玉等が

出土している。本遺跡の背後に立地する浄願寺山古墳群、野山古墳群、御殿貯水池の北側、石清尾山

西麓に御殿神社１～４号墳、貯水池内に存在する御殿貯水池１～４号古墳群も後期に築造されたと考

えられる。浄願寺山古墳群はおよそ５０基の古墳が確認されている。野山古墳群では当該期の古墳が

８基のうち３基現存しているが、遺物等は出土していない。御殿神社古墳群は４基があったが現在は

１基のみ現存しており詳細不明である。いずれも横穴式石室だったといわれる。御殿貯水池古墳群も

横穴式石室が存在したと伝わるだけであったが、赤色立体図で確認したところ、御殿神社古墳群、御

殿貯水池古墳群の位置に円状の高まりが発見できた。

古代

　平野西部では白鳳期に創建されたと推定される勝賀廃寺と坂田廃寺が知られる。坂田廃寺は浄願寺

山の東麓に立地し、近隣には坂田廃寺へ瓦を供給していたと考えられる南山浦１号窯跡、片山池窯

跡、坂田廃寺南窯跡が所在する。片山池窯跡は発掘調査がされており、有牀式平窯の瓦窯で９世紀末

～１０世紀代に操業していたと考えられている。

　本津川下流域では、縄文・弥生時代から存在していた旧河道が概ねこの時期に埋没し、香西南西打

遺跡では現状の条里地割に合致する溝が一部確認できるようになるなど、地形に影響を受けない遺構

が出現し始める。また、鬼無藤井遺跡では灌漑水路や土坑、ピットが散見されるようになる。香西南

西打遺跡では１０～１３世紀の粘土採掘坑が確認されており、土師器甕や羽釜が多く出土することか

ら近くで土器生産が盛んであったことが窺われる。

中世

　古代末から中世にはいると条里地割及び遺構がより広範囲に確認できるようになる。

　西打遺跡は１１世紀後半から１２世紀後半に条里坪界溝や屋敷地、集落が展開する。中でも屋敷地

は条里坪界溝に囲まれ、楠葉産黒色土器や和泉型瓦器碗、東海系山茶碗など他地域産の土器が多く出

土しており、遺跡の立地条件からも「当該期の物資流通にも関与している」者の存在が想定されてい

る。鬼無藤井遺跡では１２世紀を中心に掘立柱建物群が確認されており、そのうちのひとつからは白

磁や瓦が出土した。また、水田跡も確認されている。

　西打遺跡は１３世紀末～１４世紀初頭になると再び調査区全体に条里地割に沿う溝が現れ、溝に囲

郭された屋敷地や集落、土坑墓が出現する。１４世紀前半に遺構が激減するが、当該地は１６世紀後

半まで継続する。鬼無藤井遺跡も１３～１４世紀に入ると、調査区のほぼ全域で条里地割が確認され
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るようになる。建物跡は確認できないものの、青磁碗や布目瓦等の遺物が豊富であることから近隣に

有力者の存在を想像できる。

　本遺跡から香東川を挟んで対岸に位置する筑城城跡は１３世紀後半～１４世紀前葉に条里地割に沿

う溝及び区画溝が出土している。建物跡は検出されなかったが金銅製の仏像や青磁碗、土器など出土

遺物が多いことから居住域が近くに広がっていると想定できる。

　中世後半になると、本津川下流域は香西氏の本拠地となる。居城の佐科城、詰城として勝賀城、出

城として芝山城などが築城された。香西氏を支えた地元領主の城、飯田城、筑城城なども築かれてい

る。香西氏と関わりが想定される遺構として、香西南西打遺跡があけられる。前述してきた香西南西

打遺跡より北へ６００ｍほど海に近い場所に位置し、藤尾城や作山城が近隣に所在する。１５世紀後

半～１６世紀中葉を中心としたコの字状区画溝にかこまれた屋敷地が検出され、大量の国内陶器、中

国陶磁器、北宋銭などが出土している。文安２（１４４５）年に書かれた『兵庫北関入船納帳』によ

ると当時の本津川河口付近には香西浦が記述されており、その活発な商業活動を裏付けることができ

る。筑城城跡からは１６世紀台代の条里地割に沿う溝や柱穴、井戸、が出土している。城の年代と合

致することから城の施設の一部と考えられている。

　本津川と香東川に挟まれた平野に点在する土盛りの塚には、「武将の墓」という言い伝えが残るも

のもある。その塚の一つ、相作馬塚古墳は１４世紀前葉から１６世紀前半まで連続した墓域として利

用されていたことが明らかとなっている。そのほか、鬼無藤井遺跡からも集石が存在していたとする

場所から石とともに１４～１５世紀と考えられる人骨が２体出土している。

　本遺跡の１～４次調査では１３世紀後半から１４世紀前葉の遺構、遺物が確認されている。山の斜

面にテラス状の平坦な面を作っており、建造物が存在していた可能性がある。出土遺物が日常品で占

められることから近隣集落に関係する居住地であるとされている。

近世・近代

　豊臣秀吉による四国平定により、天正１３（１５８５）年に香西氏が滅亡する。その後生駒氏が讃

岐一国の領主となり、ため池の築造など開発が進められたことがわかっている。香東川の付け替えも

１７世紀に行われている。当該地周辺の近世遺構は、鬼無藤井遺跡で建物跡や井戸、幕末～明治の屋

敷跡が確認できる。香西南西打遺跡や西打遺跡からは小規模な溝が検出されたのみで居住域ではなく

なっていたようである。

　江戸時代末期に描かれた『高松藩領絵図　香川群西絵図　己』を見ると、現在とほぼ同じ位置に小

さな池と「奥池」の文字が記されていることを確認できる。このことから少なくとも江戸時代末期

（１８４１～１８６３年）には築造されていたことがわかる。その後、昭和１３年から水源不足解消

のため御殿貯水池及び浄水場が築造された。第二次世界大戦のため一時中断するものの、昭和２９年

に完成して現在の姿になっている。
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第Ⅲ章　調査の成果

第１節　調査方法

　調査地は山の斜面に立地しており東側は深い谷であったため、表土の掘削による廃土の置場は調査

地の西側に限定されていた。そのため調査地を東西に二分割し、交互に調査を実施した。

　発掘調査は、表土から遺構面までを重機による掘削、その後人力により遺構面を精査し、遺構掘削

を行った。

　記録に際しては、３点の４級基準点打設を株式会社四航コンサルタントに業務委託し、基準点を基

に１／２０縮尺の平面図及び断面図を作図した。写真撮影は３５ｍｍフィルムカメラを用い、モノク

ロ・カラーリバーサルフィルムで記録し、補助的にデジタルカメラも用いた。完掘状況の全景写真撮

影は株式会社四航コンサルタントに業務委託し、ポール撮影を行った。

第２節　基本層序

　調査地は標高約２７～３６ｍの丘陵上にあり、東西方向に見ると東側の尾根から西側の埋没谷へと

下る地形である。本調査では、南側壁面ａ - ａ ' の土層断面を観察し記録した（第６図）。南側壁面

付近では近代以降の遺構が複数みられ、断面においても東側で複数の遺構が掘り込まれている様子が

窺える。

　基本層序について述べる。表土は果樹園の耕作土である。表土の下層からは地形に沿って谷部や裾

部に向かって流土層が認められる。傾斜が急勾配である調査区南側では、流土層が厚く堆積している

が、傾斜が緩慢となる調査区北側では表土の直下で地山層が確認できる。流土層の下層からは黄色、

黒色ブロックを含む褐灰色シルト層の地山が認められる。近代以降の遺構は、流土層の上面が遺構面

となっているため調査区北側では地山の確定が困難であった。なお、谷部については遺物が出土して

いないため、埋没時期は不明である。

第３節　遺構・遺物

（１）概要（第５、６、７図）

　調査区は東の深い谷と西の浅い谷に挟まれた微高地上に立地し、調査区内は南から北へ、東から西

へと緩やかに下がっている。遺構は主に南東部から北東部にかけて広がっており、傾斜に沿って南北

方向に走る溝及び流路を数条検出した。また、勾配が緩やかになる北東部からは等高線に平行して東

西方向に等間隔で並ぶ溝が３条と数基の土坑が比較的まとまって検出された。調査区西側の谷につい

ては、谷埋土上から現代の溝が１条検出したが埋没年代は不明である。

　遺物はＳＤ０２やＳＫ０５、４６から土師質土器片が数点出土したほか、谷埋土から土師質土器片

が１点出土した。いずれも図化に耐えうるものはなく、遺構の詳細な年代等は不明であるが、特徴や

大まかな年代が推察可能なものは各遺構ごとに報告する。

　遺構精査中は土師質土器片及び磁器片が数点出土した。そのうち図化できたものは２点である（第
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７図）。１は土師質土器皿の口縁部である。復元口径は約８ｃｍを測り、内外面にナデが施されている。

２は土師質土器皿の底部である。どちらも磨滅が激しく小片であるが、胎土から中世に所属すると考

えられる。図化できなかったが、酷似する胎土の土師質土器片が３点出土している。

　他にも、厚さ約７ｍｍで１ｍｍ程度の長石チャートを多く含み非常に硬質でにぶい赤褐色を呈す土

師質土器片が１点出土した。前報文で報告した弥生土器と胎土が酷似するため弥生土器片と考えられ

る。同様に弥生土器片と考えられる土器片が３点出土した。また、１ｍｍ程度のチャートをまんべん

なく含み、内外面にハケ目を有する土師質土器片が出土した。古代～中世の煮沸具の体部と考えられ

る。

　谷埋土からは土師質土器片が 1点出土した。厚さ４ｍｍ程度で、１ｍｍ程度の長石を多く含み橙色

を呈する。胎土の特徴から中世の土師質土器と考えられる。

（２）溝（第８図）

　ＳＤ０１～０７の７条の溝を検出した。中世以前に遡る遺構としては、ＳＤ０１～０３が挙げられ

る。３条の溝の埋土は全てにぶい黄褐色シルト質の単層で、同様な断面形状をしている。また、３条

の溝は東西方向に直線的で、各溝の間隔は約５．２ｍ前後とほぼ等間隔に平行して並んでいる。以上

の所見から３条の溝は相互に関連した遺構であると考えられる。遺構からはほとんど遺物が出土して

いないため詳細な時期比定は困難だが、ＳＤ０２から中世の土師質土器が出土しており、１～４次調

査の成果を踏まえると（第Ⅳ章参照）、中世の所産であると考えられる。

　ＳＤ０４～０７については出土遺物から近代以降の所産であることが判明した。

ＳＤ０１

　調査区北東部の標高２９．１～２９．６ｍの地点で検出した。東西方向に走る直線的な溝である。全

体は東へ緩やかに傾斜する。平面形状は長軸３. ６ｍ、最大幅３６ｃｍである。断面形状は深さは約

６ｃｍで舟底形を呈する。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ０２

　調査区北東部の標高２９．８～３０ｍの地点で検出した。東西方向に走る直線的な溝である。全体

は東へ緩やかに傾斜する。溝の西端では複数の土抗に切られている。平面形状は長軸約９．５ｍ、幅

約０．３～１. ３ｍである。断面形状は深さ約１０ｃｍで緩やかな船底形を呈する。埋土はＳＤ０１

と同じにぶい黄褐色シルト質の単層である。

　遺物は土師質土器片が２点出土したが、残存状況が悪いため図化していない。遺物は磨滅しており

器面調整は不明である。１点は厚さ５～７ｍｍを測る。胎土は１ｍｍ程度の長石、チャート、角閃石、

赤褐色粒を多く含み、褐色を呈し硬質。弥生土器片と考えられる。もう１点は厚さ３～６ｍｍを測り、

１ｍｍ以下のチャートを少量含む。橙色を呈し、中世の土師質土器と考えられる。

ＳＤ０３

　調査区北東部の標高３１．１～３２．６ｍの地点で検出した。東西方向に走る直線的な溝である。全

体は東へ緩やかに傾斜する。溝の東側ではＳＫ０１を切っている。平面形状は長軸約６ｍ、幅約０．

２～０．６ｍである。断面形状は深さ約１０ｃｍで緩やかな船底形を呈する。埋土はＳＤ０１・０２

と同じにぶい黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土しなかった。



15

1. 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト

N
20.400m

S

1

S

1. 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト～細粒砂
2. 10YR3/4 暗褐　シルト～細粒砂　白色砂粒含む　地山

21.500m
N

1

2

（S=1/40）
0 1m

SD02 平面（S=1/80）
0 2m

SD01

SD02

G.
N

1. 10YR5/4 にぶい黄褐　細粒砂
2. 10YR3/4 暗褐　シルト～細粒砂　地山

SN
31.500m

1

2

1

2

１. 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト　SK01 埋土
２. 10YR5/4 にぶい黄褐　細粒砂　SD03 埋土

N
32.300m

S

SD03

SK01

SK03

SD03

G.
N

SK09

SK14

SK12 SK13

SK11

SK10

SK47

SK08

SK07

SD02

G.
N

第８図　ＳＤ０１～０３平・断面図（Ｓ＝ 1/80・40）



16

（３）流路（第９、１０図）

ＳＲ０１

　調査区南東部の標高３２．２～３５．６ｍの地点で検出した。南北方向に走り全体は北へ傾斜する。

遺構の北側でＳＫ３４、４０、４１に切られる。平面形状は長軸約１８ｍ、幅約１～２ｍである。断

面形状は深さ約０．１～０．３ｍで船底形を呈する。埋土はにぶい黄色のシルト～細粒砂質で白色砂粒

を含み、西側上層に拳大の礫を多量に含む。北へ下るにつれ深度が浅くなり、中心に浅く粘質のシル

トが混じるようになる。遺物は出土していないため、埋没年代等は不明である。

ＳＲ０２

　調査区南東部の標高３２．９～３５．４ｍの地点で検出した。ＳＲ０１に隣接している。南北方向に

走り全体は北へ傾斜する。ＳＫ３６、３７、４２、５４に切られる。平面形状は長軸約１７．２ｍ、

幅約０．５～１．３ｍである。断面形状は深さ約０．４ｍで船底形を呈する。埋土は黄褐色又は明黄褐

色のシルト～細粒砂質で白色砂粒を含み、北側へ下ると拳大の礫を多量に含むようになる。遺物は出

土していないため、埋没年代等は不明である。

ＳＲ０３

　調査区南側の標高３１．９～３３．１ｍの地点で検出した。遺構の北側は現代の小屋建設に伴う攪乱

によって失われている。平面形状は長軸約５ｍ、幅約０．６～１．４ｍである。断面形状は深さ約０．

２ｍで船底形を呈する。埋土は、ＳＲ０１、０２と同様の黄色系のシルト～細粒砂質で白色砂粒や拳

大の礫を含む。遺物は出土していないため、埋没年代等は不明である。

（４）土坑（第８、１１図）

　ＳＫ０１～５８の５８基の土坑を検出した。土坑の埋土は、灰色系、黄褐色系又はオリーブ灰色系

に大別でき、埋土の色調から所属時期を想定することが可能である。灰色系の遺構はＳＫ０２～０５

で、第１～４次調査の成果及びＳＫ０５出土遺物から中世に所属するものと考えられる。黄褐色系の

遺構はＳＫ０１、０６～３９で、中世から現代の遺構又は木の根によるものと考えられる。オリーブ

灰色系の遺構はＳＫ４０～４６、５０、５１で、現代の遺物が出土していることから現代に所属する。

また、色調を記載していないＳＫ４７～４９、５２～５８についても遺構から現代の遺物が出土して

いるため現代に所属する。

　ここではＳＫ０１～３９について記述する。

ＳＫ０１

　調査区北東部の標高３１ｍの地点で検出した。南端をＳＤ０３に切られている。平面形状は５９×

４６ｃｍの方形で、深さ１０ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層で、ＳＤ０３の埋土よ

りも細かい。遺物は出土していない。所属時期は埋土の特徴及び遺構の切り合い関係から中世と考え

られる。

ＳＫ０２

　調査区北東部の標高３１．２ｍの地点で検出した。平面形状は９２×３９ｃｍの楕円形で、深さ

１０ｃｍである。埋土は灰色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は埋土の特徴

から中世と考えられる。

ＳＫ０３

　調査区北東部の標高３１．７ｍの地点で検出した。平面形状は３５×２５ｃｍの楕円形で、深さ

１５ｃｍである。埋土は灰黄褐色シルト質の単層で白色砂粒を含む。遺物は出土していない。所属時
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期は埋土の特徴から中世と考えられる。

ＳＫ０４

　調査区北東部の標高３１．４ｍの地点で検出した。平面形状は３８×２０ｃｍの楕円形で、深さ８

ｃｍである。埋土は灰黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は埋土の特徴

から中世と考えられる。

ＳＫ０５

　調査区北東部の標高３１．５ｍの地点で検出した。平面形状は４６×２８ｃｍの三角形で、深さ

１３ｃｍである。埋土は灰色シルト質の単層で、底では拳大の礫がみられた。遺物は土師質土器片が

１点出土した。器壁は２～３ｍｍ程度と薄く、胎土は１ｍｍ程度の赤褐色礫を僅かに含み、赤褐色を

呈する。磨滅のため調整不明瞭である。詳細な年代は不明であるが中世の土師質土器皿または坏と考

える。所属時期は埋土の特徴及び出土遺物から中世と考えられる。

ＳＫ０６

　調査区北東部の標高３１ｍの地点で検出した。平面形状は４３×２１ｃｍの三角形で、深さ１７ｃ

ｍである。埋土は黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ０７

　調査区北東部の標高３０．３ｍの地点で検出した。北端をＳＫ０８に切られている。平面形状は

７６×７０ｃｍの楕円形で、深さ３７ｃｍである。埋土は浅黄色シルト質の単層である。遺物は出土

していない。所属時期は不明である。

ＳＫ０８

　調査区北東部の標高３０．１ｍの地点で検出した。ＳＤ０２とＳＫ０７を切り、北西端をＳＫ４７

に切られている。平面形状は９２×４４ｃｍの楕円形で、深さ１０ｃｍである。埋土は灰黄色シルト

質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ０９

　調査区北東部の標高３０．１ｍの地点で検出した。平面形状は４１×３５ｃｍの円形で、深さ２１

ｃｍである。埋土は明灰黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１０

　調査区北東部の標高３０ｍの地点で検出した。南端でＳＤ０２を切る。平面形状は６７×３３ｃｍ

の不整形楕円形で、土坑が２基重なっている可能性がある。深さは１１ｃｍである。埋土はにぶい黄

褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１１

　調査区北東部の標高３０ｍの地点で検出した。平面形状は５５×４６ｃｍの円形で、深さ１７ｃｍ

である。埋土は暗灰黄色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１２

　調査区北東部の標高２９．９ｍの地点で検出した。平面形状は２１×１３ｃｍの円形で、深さ８ｃ

ｍである。埋土は黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１３

　調査区北東部の標高２９．９ｍの地点で検出した。平面形状は２９×１８ｃｍの楕円形で、深さ９

ｃｍである。埋土は黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１４

　調査区北東部の標高３０．１ｍの地点で検出した。平面形状は２１×２０ｃｍの円形で、深さ５ｃ
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ｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１５

　調査区北東部の標高約３０．３ｍの地点で検出した。平面形状は９３×３０ｃｍの円形で、深さ

１９ｃｍである。埋土は黄褐色シルト質の単層で白色砂粒を含む。遺物は出土していない。所属時期

は不明である。

ＳＫ１６

　調査区北東部の標高３０．５ｍの地点で検出した。平面形状は２１×１７ｃｍの円形で、深さ２ｃ

ｍである。埋土は黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１７

　調査区北東部の標高３０．５ｍの地点で検出した。平面形状は２６×２４ｃｍの円形で、深さ８ｃ

ｍである。埋土は灰褐色細粒砂質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ１８

　調査区北東部の標高３０．９ｍの地点で検出した。平面形状は３１×２３ｃｍの楕円形で、深さ９

ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明で

ある。

ＳＫ１９

　調査区北東部の標高３０．９ｍの地点で検出した。平面形状は３７×６ｃｍの楕円形で、深さ９ｃ

ｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層で黄色ブロックを含む。遺物は出土していない。所属

時期は不明である。

ＳＫ２０

　調査区北東部の標高３１ｍの地点で検出した。平面形状は１９×１６ｃｍの円形で、深さ７ｃｍで

ある。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層で黄色ブロックを含む。遺物は出土していない。所属時期

は不明である。

ＳＫ２１

　調査区北東部の標高３１．４ｍの地点で検出した。平面形状は２１×１０ｃｍの楕円形で、深さ４

ｃｍである。埋土は灰黄褐色細粒砂質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ２２

　調査区北東部の標高３１．６ｍの地点で検出した。平面形状は１０×１０ｃｍの円形で、深さ５ｃ

ｍである。埋土は黒褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ２３

　調査区北東部の標高３１．６ｍの地点で検出した。平面形状は２７×１１ｃｍの楕円形で、深さ５

ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層で黒色ブロックを含む。遺物は出土していない。所

属時期は不明である。

ＳＫ２４

　調査区東部の標高３２．２～３２．５ｍの地点で検出した。土坑が２基重なっている可能性が高い。

土坑の中で東側をＳＫ２４Ｅ、西側をＳＫ２４Ｗとした。ＳＫ２４Ｅの平面形状は７６×７０ｃｍの

楕円形で、深さ５４ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層である。ＳＫ２４Ｗの平面形状

は２９５×８８ｃｍの楕円形で、深さ４４ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層で３～５

ｍｍ程度の砂礫を含む。遺物は出土していない。所属時期は不明である。
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ＳＫ２５

　調査区東部の標高３２．２ｍの地点で検出した。平面形状は２７×１７ｃｍの円形で、深さ５ｃｍ

である。埋土は灰黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ２６

　調査区東部の標高３２．２ｍの地点で検出した。平面形状は３１×１６ｃｍの円形で、深さ７ｃｍ

である。埋土は灰黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ２７

　調査区東部の標高３２ｍの地点で検出した。平面形状は３４×２８ｃｍの円形で、深さ１１ｃｍで

ある。埋土はにぶい黄褐色中粒砂質の単層で直径５ｃｍ程度の礫を含む。遺物は出土していない。所

属時期は不明である。

ＳＫ２８

　調査区東部の標高３２．２ｍの地点で検出した。平面形状は５８×４０ｃｍの楕円形で、深さ１２

ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色中粒砂質の単層で直径１０ｃｍ程度の砂礫を含む。遺物は出土して

いない。所属時期は不明である。

ＳＫ２９

　調査区東部の標高３２．２ｍの地点で検出した。ＳＫ３０に切られる。平面形状は６３×４４ｃｍ

の楕円形で、深さ１８ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色中粒砂質の単層で直径５～１０ｃｍ程度の砂

礫を含む。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ３０

　調査区東部の標高３３ｍの地点で検出した。ＳＫ２９を切る。平面形状は１１６×７６ｃｍの楕円

形で、深さ１９ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色中粒砂質の単層で直径５～２０ｃｍ程度の砂礫を含

む。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ３１

　調査区南東部の標高３３．３ｍの地点で検出した。平面形状は５４×３６ｃｍの楕円形で、深さ

１６ｃｍである。埋土は暗灰黄色シルト質の単層である。遺物は土師質土器片が１点出土した。厚さ

は５ｍｍで、胎土は１ｍｍ程度の長石やチャートを多く含み赤褐色を呈する。調整は摩耗のため不明

瞭である。詳細な年代は不明であるが中世の土師質土器と考えられる。所属時期は出土遺物から中世

と考えられる。

ＳＫ３２

　調査区南東部の標高３４．６ｍの地点で検出した。平面形状は３９×２６ｃｍの楕円形で、深さ

３０ｃｍである。埋土は黒褐色シルト質の単層で直径１０ｃｍ程度の白色礫を含む。遺物は出土して

いない。所属時期は不明である。

ＳＫ３３

　調査区南東部の標高３５ｍの地点で検出した。平面形状は３９×３９ｃｍの円形で、深さ１７ｃｍ

である。埋土は灰色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ３４

　調査区南東部の標高３５．８ｍの地点で検出した。ＳＲ０１を切る。平面形状は２９×２９ｃｍの

円形で、深さ１７ｃｍである。埋土は暗灰黄色シルト質の単層で直径５ｃｍ程度の白色礫を含む。遺

物は出土していない。所属時期は不明である。
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ＳＫ３５

　調査区南東部の標高３４．７ｍの地点で検出した。平面形状は４６×３６ｃｍの楕円形で、深さ

１３ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不

明である。

ＳＫ３６

　調査区南東部の標高３３．７ｍの地点で検出した。ＳＲ０２を切る。平面形状は３２×３１ｃｍの

円形で、深さ９ｃｍである。埋土はにぶい黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所

属時期は不明である。

ＳＫ３７

　調査区南東部の標高３４．７ｍの地点で検出した。ＳＲ０２を切る。平面形状は３２×１９ｃｍの

楕円形で、深さ１６ｃｍである。埋土は黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属

時期は不明である。

ＳＫ３８

　調査区南東部の標高３４．７ｍの地点で検出した。平面形状は３１×３１ｃｍの円形で、深さ２０

ｃｍである。埋土は灰黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。

ＳＫ３９

　調査区南東部の標高３４．８ｍの地点で検出した。平面形状は４２×３８ｃｍの楕円形で、深さ

１０ｃｍである。埋土は黄褐色シルト質の単層である。遺物は出土していない。所属時期は不明である。
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第Ⅳ章　まとめ

第１節　５次調査の調査成果

　御殿貯水池南調査５次調査では、遺物の出土により確実に中世以前と判明する遺構は見当たらない。

しかし、遺構の埋土や形状の特徴から中世に所属すると考えられる溝と土坑を検出した。ここでは、

特徴的な遺構であるＳＤ０１～０３について述べる。

ＳＤ０１～０３は調査区北東部に等高線と平行して

東西に走る直線的な溝である。各溝の間隔は約５．２

ｍとほぼ等間隔に並び平面・断面形状も類似するこ

とから、これらの遺構は相互に関連した遺構である

と考えられる。遺物はＳＤ０２から土師器片が１点

出土している。等間隔に配置され傾斜に直立するこ

と、溝の周囲に同時期の遺構及び遺物が希薄である

ことから耕作に伴う鋤痕と想定される。

　類似した遺構として、御殿貯水池南遺跡１次調査

で等高線と平行して東西に走る直線的な溝であるＳ

Ｄ２０－３が挙げられる。断面形態等も類似してお

り同様な性格をもつと考えられる。遺物は弥生土器

片及び土師器片が出土している。近くにはテラス

状遺構及び建造物の想定がされるピット群が検出

されており、この遺構の評価は次節で詳述するが、　　

0
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第１２図　御殿貯水池南遺跡５次調査区

（S=1/600）

第１３図　御殿貯水池南遺跡１～４次調査区（S=1/600）
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１３世紀後半から１４世紀前半の遺物が出土しており、継続した居住地と考えられる。これらの遺構

を総合的に考えると、浄願寺山北麓の耕作に伴う開発が１３世紀後半頃から行われ、５次調査で検出

したＳＤ０１～０３はそれらに伴うものである可能性が考えられる。

第２節　３次調査区テラス状遺構の再検討

　第３次調査では調査区の中心でテラス状遺構（ＳＤ２４－２）が検出された。長さ２０ｍ、奥行き

４. ４ｍを測る平面三角形の遺構である。傾斜面を削ることで平坦面を作り、平坦面上に複数の柱穴

やコの字状の溝を検出したことから遺構内に建造物があったと考えられる。皿・杯・鍋・甕・鉢など

の日常品が多く出土したことから、「近隣集落と関係する臨時的な生活空間」と評価している。

　前報文（『御殿貯水池南遺跡』高松市埋蔵文化財調査報告第 161 集）では埋土の色調について報告

していなかったため報告する。溝及びピットの埋土の特徴は第３表に記載し、溝の切り合い関係は第

１４図及び第３表に示した。また、本報告書では前報文のＳＤ２４－２－１１をＳＤ２４－２－９、

１１に区分した（ＳＤ２４－２－９は前報文では欠番）。ＳＤ２４－２－１０の範囲も、東端がＳＤ

２４－２－１３まで続くとしたものから第１４図のように確実に判明している箇所まで範囲を狭め

た。

　ＳＤ２４－２で検出した溝及びピットは埋土の特徴から４種類に分類できる（埋土①～④）。埋土

①はにぶい黄橙色シルト質極細砂で、対応する遺構はＳＤ２４－２－３、４にあたる。埋土②は灰黄

褐色シルト質極細砂で花崗土を含み、対応する遺構はＳＤ２４－２－２、９、１３である。埋土③は
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第１４図　御殿貯水池南遺跡３次調査　ＳＤ２４－２平面図（S=1/120）
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灰黄色シルト質極細砂で、対応する遺構はＳＤ２４－２－６、７、１０である。埋土④は灰黄褐色シ

ルト質極細砂で花崗土を含み、対応する遺構はＳＤ２４－２－８、１１、１２である。

　では、各埋土の遺構の特徴についてみてみる。埋土①の溝は西端に位置し、埋土②のＳＤ２４－２

－２に切られる。埋土②の溝は埋土④の溝に切られ、途切れつつも大きく L字状に区画する。東西方

向の長さは約１４ｍで幅３０～６０ｃｍ程度である。埋土③の溝は埋土④の溝に切られ、Ｔ字及びＬ

字状にめぐり、幅は安定して細く約２０～３０ｃｍを測る。埋土④の溝はコの字状にめぐり、東西方

向の長軸は約６ｍ、幅２５～３５ｃｍ程度である。切り合い関係からみた構築順序は、埋土①→埋土

②・③→埋土④である。これらの溝は、溝底面のレベルをみると南から北へと低くなるため排水の機

能を持つ区画溝の可能性が高いだろう。

　次にピットを埋土別に検討したが、柱穴が点在し建造物が復元できるほど柱筋が整うものは無かっ

た。深度もややばらつきがあり、出土遺物の検討をしたが遺物が少量であったため埋土別の時期差や

切合い関係を見出せなかった。

　以上より、テラス状遺構（ＳＤ２４－２）には排水溝がめぐる小規模な建物跡が存在したと考えら

れ、数回の建替えもあったようである。出土遺物に鍋や釜、こね鉢が多く出土し、比定できる主な年

代も１３世紀後半から１４世紀前半とやや幅があることから「臨時的な生活空間」とは評価しがたい。

山地における長期的な居住地と考えられる。そして付近には耕作に伴う鋤痕が検出されており、居住

地の側には耕作地が広がっていた可能性がある。

　山裾における傾斜地の中世集落の発掘例は非常に少ないが、類似例として岡山県笠岡市に所在する

園井土井遺跡があげられる（第１５図）。園井土井遺跡は東西から山が迫る狭隘な平野部に位置し、

庇付き礎石建物を母屋とする中世居館である。青磁や備前焼が多く出土しており、１５～１６世紀に

テラス状遺構

第１５図　園井土井遺跡　平面図（報告書を一部改変）



27

比定される。テラス状遺構は中心的建物から離れた斜面上で検出されており、本報告例と同様斜面側

を削平することで平坦面を造成したと考えられる。テラス状遺構で検出された遺構は、４間×１間な

いし３間×２間以上の建物にＬ字又はコ字状の溝が付随する。溝は全て単層で断面Ｕ字形であり、深

度は１０～２０ｃｍである。溝底部に高低差があることから排水溝と想定されている。

  石清尾山山塊における中世の遺構の動向は不明な点が多いが、勝賀山東麓へ目を向けると発掘例が

多く当地の土地開発を面的に辿ることが可能である。１１世紀後半には地形が安定し、西打遺跡で条

里坪界溝や屋敷地、鬼無藤井遺跡で掘立柱建物等が検出され、弥生時代以降途絶えていた「集落とし

ての土地利用」がはじまる。そして１３世紀末から１４世紀初頭に西打遺跡、鬼無藤井遺跡、筑城城

跡の調査区全域で条里地割が確認でき、区画溝や屋敷地が展開する。御殿貯水池南遺跡は山裾に立地

し、１３世紀以前まで遡る明確な遺構はないが、平野において開発が広範囲に広がると時期を同じく

して山裾でも開発が進んでいた可能性がある。

　このことから御殿貯水池南遺跡のテラス状遺構、耕作に伴う鋤痕の存在は、中世における土地利用

の一端を示す重要な遺構であるといえる。
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遺構
番号

検出
高

長軸
(m)

短軸
(m)

深度
(m)

平面
形状

重複関係 埋土の色調及び特徴 出土遺物

SD01 29.1～29.6 3.24 0.36 0.06 ― ― 第10図参照 ―

SD02 29.8～30.0 9.56 0.31～1.39 0.1 ― SK08、10、47に切られる 第10図参照 弥生土器片、土師質土器片

SD03 31.1～32.6 6.28 0.19～0.64 0.1 ― SK01を切る 第10図参照 ―

SD04 33.1～33.7 2.76 0.48～1.09 0.13 ― ― 2.5Y6/4にぶい黄 シルト 10㎝程度の礫含む ―

SD05 30.7～34.4 27.6 1.02～1.52 0.06～0.17 ― ― ― ビニール袋

SD06 33.8～34.4 6.9 0.22～0.4 0.08 ― SK55を切る ― 塩ビ管

SD07 27.5～29.1 9.57 0.15～1.40 0.04～0.18 ― ― ― 鉄製品

SR01 32.2～35.6 17.62 1.11～2.5 0.11～0.28 ― SK34、40、41に切られる 第11図参照 ―

SR02 32.9～35.4 17.14 0.52～1.35 0.4 ―
SK36、37、42、54

に切られる
第12図参照 ―

SR03 31.9～33.1 4.82 0.64～1.34 0.18 ― ― ― ―

SK01 31 0.59 0.46 0.1 方形 SD03に切られる 第10図参照 ―

SK02 31.2 0.92 0.39 0.1 楕円形 ― 第13図参照 ―

SK03 31.7 0.35 0.25 0.15 楕円形 ― 第13図参照 ―

SK04 31.4 0.38 0.2 0.08 楕円形 ― 第13図参照 ―

SK05 31.5 0.46 0.28 0.13 三角形 ― 第13図参照 土師質土器片

SK06 31 0.43 0.21 0.17 三角形 ― 第13図参照 ―

SK07 30.3 0.76 0.7 0.37 楕円形 SK08に切られる 2.5Y7/4浅黄 シルト ―

SK08 30.1 0.92 0.44 0.1 楕円形
SD02、SK07を切る
SK47に切られる

2.5Y6/2灰黄 シルト ―

SK09 30.1 0.41 0.35 0.21 円形 ― 2.5Y7/6明黄褐 シルト ―

SK10 30 0.67 0.33 0.11
不整形楕円

形
SD02を切る 10YR6/4にぶい黄橙 シルト ―

SK11 30 0.55 0.46 0.17 円形 ― 2.5Y5/2暗灰黄 シルト 黄ブロック含む ―

SK12 29.9 0.21 0.13 0.08 円形 ― 2.5Y5/3黄褐 シルト ―

SK13 29.9 0.29 0.18 0.09 楕円形 ― 2.5Y5/3黄褐 シルト ―

SK14 30.1 0.21 0.2 0.05 円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト ―

SK15 30.3～30.4 0.93 0.3 0.19 円形か  10YR5/6黄褐 シルト 白色砂粒含む ―

SK16 30.5 0.21 0.17 0.02 円形 ― 10YR5/6黄褐 シルト ―

SK17 30.5 0.26 0.24 0.08 円形 ― 7.5YR4/2灰褐 細粒砂 ―

SK18 30.9 0.31 0.23 0.09 楕円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト ―

SK19 30.9 0.37 0.06 0.09 楕円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト 黄色ブロック含む ―

SK20 31 0.19 0.16 0.07 円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト 黄色ブロック含む ―

SK21 31.4 0.21 0.1 0.04 楕円形 ― 10YR4/2灰黄褐 細粒砂 ―

SK22 31.6 0.1 0.1 0.05 円形 ― 2.5Y3/1黒褐 シルト ―

SK23 31.6 0.27 0.11 0.05 楕円形 ― 10RY4/3にぶい黄褐 シルト 黒ブロック含む ―

SK24E 32.3～32.5 0.76 0.7 0.54 楕円形 ― 10YR5/3にぶい黄褐 シルト ―

SK24W 32.2～32.4 2.95 0.88 0.44 楕円形 ― 10YR5/3にぶい黄褐 シルト 3～5㎝程度の砂礫 ―

SK25 32.2 0.27 0.17 0.05 円形 ― 10YR4/2灰黄褐 シルト ―

SK26 32.2 0.31 0.16 0.07 円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト ―

SK27 32 0.34 0.28 0.11 円形 ―
10YR7/3にぶい黄橙 中粒砂

5㎝程度の礫含む
―

SK28 32.2 0.58 0.4 0.12 楕円形 ―
10YR7/3にぶい黄橙

中粒砂10㎝程度の礫含む
―

SK29 32.2 0.63 0.44 0.18 楕円形 SK30に切られる
10YR7/3にぶい黄橙

中粒砂5～10㎝程度の礫含む
―

SK30 33 1.16 0.76 0.19 楕円形 SK29を切る
10YR7/3にぶい黄橙

中粒砂 5～20㎝程度の礫含む
―

SK31 33.3 0.54 0.36 0.16 楕円形 ― 2.5Y4/2暗灰黄 シルト 土師質土器片

SK32 34.6 0.39 0.26 0.3 楕円形 ―
2.5Y3/1黒褐 シルト

10㎝程度の白色礫含む
―

SK33 35 0.39 0.39 0.17 円形か ― 5Y5/1灰 シルト ―

SK34 35.8 0.29 0.29 0.17 円形 SR0１を切る
2.5Y4/2暗灰黄 シルト
5㎝程度の白色礫含む

―

SK35 34.7 0.46 0.36 0.13 楕円形 ― 10YR7/4にぶい黄橙 シルト ―

SK36 33.7 0.32 0.31 0.09 円形 SR02を切る 10YR6/4にぶい黄橙 シルト ―

SK37 34.7 0.32 0.19 0.16 楕円形 SR02を切る 2.5Y5/3黄褐 シルト ―

SK38 34.7 0.31 0.31 0.2 円形 ― 10YR4/2灰黄褐 シルト ―

SK39 34.8 0.42 0.38 0.1 楕円形 ― 10YR5/6黄褐 シルト ―

SK40 34.4 1.24 0.52 0.4 楕円形 SR01を切る 2.5GY7/1明オリーブ灰 シルト ―

SK41 34.9 0.29 0.28 0.13 円形 SR01を切る 5Y6/2灰オリーブ シルト ―

SK42 33.1 1.07 0.41 0.08 不整形円形 SR02を切る オリーブ灰 シルト ―

SK43 32.1～31.9 1.1 0.8 31.8 円形 ― 2.5GY7/1明オリーブ灰 シルト ―

SK44 33 0.56 ― 0.08 円形 SK57に切られる 2.5GY6/1オリーブ灰 シルト ―

第１表　遺構観察表
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SK45 33.4 1.54 0.78 0.17 楕円形 ― オリーブ灰 シルト ―

SK46 28.9 1.03 0.5 0.49 楕円形 ― 2.5GY6/1オリーブ灰 シルト ―

SK47 30.3 1.38 0.54 0.29 楕円形 SD02、SK08を切る ― 獣骨

SK48 30.5 0.94 0.62 0.24 楕円形  ― ビニール、獣骨

SK49 30.9 1.07 0.99 0.32 楕円形 ― ― ビニール、獣骨

SK50 31.6 0.36 0.26 0.12 楕円形 ― 10YR4/2灰黄褐 シルト 獣骨

SK51 31.7 0.48 0.21 0.11 楕円形 　 10YR4/2灰黄褐 シルト 獣骨

SK52 35.4 1.36 0.84 ― 楕円形 ― ―
礫多量に埋没(土を含まな

い)

SK53 35.6 0.62 0.48 0.3 楕円形 ― ― ガラス、鉄製品、獣骨

SK54 35.2 1.62 1.11 0.22 楕円形 SR02を切る ― ビニール、獣骨

SK55 34.7～35 1.98 1.16 0.31～0.69 方形 SD06に切られる ― ビニール、獣骨

SK56 33.6 0.48 0.4 0.15 円形 ― ― 獣骨

SK57 33 0.71 0.3 0.2 円形 SK44を切る ― 獣骨

SK58 34.5 1.43 1.26 0.34～0.57 楕円形 ― ― ビニール、獣骨

遺構
番号

埋土の色調及び特徴 重複関係 焼土の有無 出土遺物

SD24-2-1
にぶい黄橙＋にぶい黄橙＋にぶい黄褐シルト質極細砂＋明黄褐

シルト質極細砂（10YR6/4+7/4＋5/4＋7/6地山のくずれ）
SD24-2-2、SK24-6を切る

SD24-2-8に切られる
― 土師器皿・坏、足釜、須恵器杯

SD24-2-2 ①灰黄褐シルト質極細砂（10YR5/2）花崗土を含む
SD24-2-4を切る

SD24-2-1、SP211に切られる
― ―

SD24-2-3 ④ にぶい黄橙シルト質極細砂（10YR6/3） SD24-2-2に切られる ― ―

SD24-2-4 ④ SD24-2-2に切られる ― ―

SD24-2-5 欠番 ― ― ―

SD24-2-6 ②灰黄シルト質極細砂（2.5Y6/2） SD217、218、237に切られる ― ―

SD24-2-7 ②
SD24-2-8、SP207、210、214、

216、219に切られる
―

土師器皿、足釜、須恵器鉢（東播
系？）

SD24-2-8 ③灰黄褐シルト質極細砂（10YR4/2）花崗土の地山を含む
SD24-2-1、2-7、2-11、SP222を切る

SP215に切られる
― 須恵器椀・片口鉢

SD24-2-9 ① SD24-2-11、SP239、221に切られる ― 土師器坏（底部）

SD24-2-10 ② SP220に切られる ― 土師器甕

SD24-2-11 ③
SD24-2-9を切る

SD24-2-8、SP239に切られる
― ―

SD24-2-12 ③ ― ― 土師器坏

SD24-2-13 ① ― ― ―

SP24-200
A　にぶい黄橙＋にぶい黄褐シルト質極細砂

（10YR6/3＋10YR5/3）
― 有 ―

SP24-201 B　にぶい黄橙＋浅黄シルト質極細砂（10YR6/3＋2.5Y7/4） ― 有 ―

SP24-202 B ― 有 ―

SP24-203 B ― ― ―

SP24-204 D　浅黄シルト質極細砂（2.5Y7/5） SD24-3を切る ― ―

SP24-205 A ― ― ―

SP24-206 A ― ― ―

SP24-207 A SD24-2-7を切る ― ―

SP24-208 A ― 有 土師器片

SP24-209 A ― ― ―

SP24-210 A SD24-2-7を切る ― 土師器片

SP24-211 B SD24-2-2を切る ― ―

口径 低径 器高 外面 内面 外面 内面

1 7 5次 遺構精査中
土師質
土器

皿（口縁部） (8.5) ― 〔0.3〕 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ
7.5YR6/4
にぶい橙

7.5YR6/6
橙

精良　0.5ｍｍ以下の
チャート・赤褐色粒僅か

に含む
良 ―

2 7 5次 遺構精査中
土師質
土器

皿(底部） ― ― ―
磨滅につき調整

不明瞭
磨滅につき調整
不明瞭　ナデか

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/7
橙

精良　0.6ｍｍ以下の
チャート・赤褐色粒僅か

に含む
良 ―

実測
No.

挿図
No.

調査
年度

遺構名 種類 器種
法量 調整 色調

胎土 焼成 備考

遺構
番号

検出
高

長軸
(m)

短軸
(m)

深度
(m)

平面
形状

重複関係 埋土の色調及び特徴 出土遺物

SD01 29.1～29.6 3.24 0.36 0.06 ― ― 第10図参照 ―

SD02 29.8～30.0 9.56 0.31～1.39 0.1 ― SK08、10、47に切られる 第10図参照 弥生土器片、土師質土器片

SD03 31.1～32.6 6.28 0.19～0.64 0.1 ― SK01を切る 第10図参照 ―

SD04 33.1～33.7 2.76 0.48～1.09 0.13 ― ― 2.5Y6/4にぶい黄 シルト 10㎝程度の礫含む ―

SD05 30.7～34.4 27.6 1.02～1.52 0.06～0.17 ― ― ― ビニール袋

SD06 33.8～34.4 6.9 0.22～0.4 0.08 ― SK55を切る ― 塩ビ管

SD07 27.5～29.1 9.57 0.15～1.40 0.04～0.18 ― ― ― 鉄製品

SR01 32.2～35.6 17.62 1.11～2.5 0.11～0.28 ― SK34、40、41に切られる 第11図参照 ―

SR02 32.9～35.4 17.14 0.52～1.35 0.4 ―
SK36、37、42、54

に切られる
第12図参照 ―

SR03 31.9～33.1 4.82 0.64～1.34 0.18 ― ― ― ―

SK01 31 0.59 0.46 0.1 方形 SD03に切られる 第10図参照 ―

SK02 31.2 0.92 0.39 0.1 楕円形 ― 第13図参照 ―

SK03 31.7 0.35 0.25 0.15 楕円形 ― 第13図参照 ―

SK04 31.4 0.38 0.2 0.08 楕円形 ― 第13図参照 ―

SK05 31.5 0.46 0.28 0.13 三角形 ― 第13図参照 土師質土器片

SK06 31 0.43 0.21 0.17 三角形 ― 第13図参照 ―

SK07 30.3 0.76 0.7 0.37 楕円形 SK08に切られる 2.5Y7/4浅黄 シルト ―

SK08 30.1 0.92 0.44 0.1 楕円形
SD02、SK07を切る
SK47に切られる

2.5Y6/2灰黄 シルト ―

SK09 30.1 0.41 0.35 0.21 円形 ― 2.5Y7/6明黄褐 シルト ―

SK10 30 0.67 0.33 0.11
不整形楕円

形
SD02を切る 10YR6/4にぶい黄橙 シルト ―

SK11 30 0.55 0.46 0.17 円形 ― 2.5Y5/2暗灰黄 シルト 黄ブロック含む ―

SK12 29.9 0.21 0.13 0.08 円形 ― 2.5Y5/3黄褐 シルト ―

SK13 29.9 0.29 0.18 0.09 楕円形 ― 2.5Y5/3黄褐 シルト ―

SK14 30.1 0.21 0.2 0.05 円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト ―

SK15 30.3～30.4 0.93 0.3 0.19 円形か  10YR5/6黄褐 シルト 白色砂粒含む ―

SK16 30.5 0.21 0.17 0.02 円形 ― 10YR5/6黄褐 シルト ―

SK17 30.5 0.26 0.24 0.08 円形 ― 7.5YR4/2灰褐 細粒砂 ―

SK18 30.9 0.31 0.23 0.09 楕円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト ―

SK19 30.9 0.37 0.06 0.09 楕円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト 黄色ブロック含む ―

SK20 31 0.19 0.16 0.07 円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト 黄色ブロック含む ―

SK21 31.4 0.21 0.1 0.04 楕円形 ― 10YR4/2灰黄褐 細粒砂 ―

SK22 31.6 0.1 0.1 0.05 円形 ― 2.5Y3/1黒褐 シルト ―

SK23 31.6 0.27 0.11 0.05 楕円形 ― 10RY4/3にぶい黄褐 シルト 黒ブロック含む ―

SK24E 32.3～32.5 0.76 0.7 0.54 楕円形 ― 10YR5/3にぶい黄褐 シルト ―

SK24W 32.2～32.4 2.95 0.88 0.44 楕円形 ― 10YR5/3にぶい黄褐 シルト 3～5㎝程度の砂礫 ―

SK25 32.2 0.27 0.17 0.05 円形 ― 10YR4/2灰黄褐 シルト ―

SK26 32.2 0.31 0.16 0.07 円形 ― 10YR4/3にぶい黄褐 シルト ―

SK27 32 0.34 0.28 0.11 円形 ―
10YR7/3にぶい黄橙 中粒砂

5㎝程度の礫含む
―

SK28 32.2 0.58 0.4 0.12 楕円形 ―
10YR7/3にぶい黄橙

中粒砂10㎝程度の礫含む
―

SK29 32.2 0.63 0.44 0.18 楕円形 SK30に切られる
10YR7/3にぶい黄橙

中粒砂5～10㎝程度の礫含む
―

SK30 33 1.16 0.76 0.19 楕円形 SK29を切る
10YR7/3にぶい黄橙

中粒砂 5～20㎝程度の礫含む
―

SK31 33.3 0.54 0.36 0.16 楕円形 ― 2.5Y4/2暗灰黄 シルト 土師質土器片

SK32 34.6 0.39 0.26 0.3 楕円形 ―
2.5Y3/1黒褐 シルト

10㎝程度の白色礫含む
―

SK33 35 0.39 0.39 0.17 円形か ― 5Y5/1灰 シルト ―

SK34 35.8 0.29 0.29 0.17 円形 SR0１を切る
2.5Y4/2暗灰黄 シルト
5㎝程度の白色礫含む

―

SK35 34.7 0.46 0.36 0.13 楕円形 ― 10YR7/4にぶい黄橙 シルト ―

SK36 33.7 0.32 0.31 0.09 円形 SR02を切る 10YR6/4にぶい黄橙 シルト ―

SK37 34.7 0.32 0.19 0.16 楕円形 SR02を切る 2.5Y5/3黄褐 シルト ―

SK38 34.7 0.31 0.31 0.2 円形 ― 10YR4/2灰黄褐 シルト ―

SK39 34.8 0.42 0.38 0.1 楕円形 ― 10YR5/6黄褐 シルト ―

SK40 34.4 1.24 0.52 0.4 楕円形 SR01を切る 2.5GY7/1明オリーブ灰 シルト ―

SK41 34.9 0.29 0.28 0.13 円形 SR01を切る 5Y6/2灰オリーブ シルト ―

SK42 33.1 1.07 0.41 0.08 不整形円形 SR02を切る オリーブ灰 シルト ―

SK43 32.1～31.9 1.1 0.8 31.8 円形 ― 2.5GY7/1明オリーブ灰 シルト ―

SK44 33 0.56 ― 0.08 円形 SK57に切られる 2.5GY6/1オリーブ灰 シルト ―

第３表　御殿貯水池南遺跡３次調査テラス状遺構　遺構観察表

第２表　遺物観察表
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SP24-212 A ― 有 土師器坏

SP24-213
C　にぶい黄橙シルト質極細砂＋灰白色シルト（地山）

（10YR6/3＋2.5Y8/2）
― ― ―

SP24-214 B SD24-2-7を切る ― ―

SP24-215 B SD24-2-8を切る ― 土師器片

SP24-216 B SD24-2-7を切る ― ―

SP24-217 C SD24-2-6を切る ― ―

SP24-218 C SD24-2-6を切る ― 土師器片

SP24-219 C SD24-2-7を切る ― ―

SP24-220 A SD24-2-10を切る 有 ―

SP24-221 C SD24-2-9を切る ― ―

SP24-222 B SD24-2-8を切る ― ―

SP24-223 B ― ― ―

SP24-224 B ― ― ―

SP24-225 A ― ― ―

SP24-226 A ― 有 土師器片

SP24-227 C ― ― ―

SP24-228 A ― ― 土師器片

SP24-229 A ― ― 須恵器片口鉢（東播系？）

SP24-230 B ― 有 土師器片

SP24-231 A ― ― 土師器杯

SP24-232 A ― ― 土師器片

SP24-233 A ― ― ―

SP24-234 A ― ― ―

SP24-235 A ― ― 土師器坏

SP24-236 B ― ― ―

SP24-237 B SD24-2-6を切る ― 叩き石、土師器片

SP24-238 B ― ― 土師器皿

SP24-239 A SD24-2-11、2-9を切る ― ―

SP24-240 A ― ― ―

遺構
番号

埋土の色調及び特徴 重複関係 焼土の有無 出土遺物

SD24-2-1
にぶい黄橙＋にぶい黄橙＋にぶい黄褐シルト質極細砂＋明黄褐

シルト質極細砂（10YR6/4+7/4＋5/4＋7/6地山のくずれ）
SD24-2-2、SK24-6を切る

SD24-2-8に切られる
― 土師器皿・坏、足釜、須恵器杯

SD24-2-2 ①灰黄褐シルト質極細砂（10YR5/2）花崗土を含む
SD24-2-4を切る

SD24-2-1、SP211に切られる
― ―

SD24-2-3 ④ にぶい黄橙シルト質極細砂（10YR6/3） SD24-2-2に切られる ― ―

SD24-2-4 ④ SD24-2-2に切られる ― ―

SD24-2-5 欠番 ― ― ―

SD24-2-6 ②灰黄シルト質極細砂（2.5Y6/2） SD217、218、237に切られる ― ―

SD24-2-7 ②
SD24-2-8、SP207、210、214、

216、219に切られる
―

土師器皿、足釜、須恵器鉢（東播
系？）

SD24-2-8 ③灰黄褐シルト質極細砂（10YR4/2）花崗土の地山を含む
SD24-2-1、2-7、2-11、SP222を切る

SP215に切られる
― 須恵器椀・片口鉢

SD24-2-9 ① SD24-2-11、SP239、221に切られる ― 土師器坏（底部）

SD24-2-10 ② SP220に切られる ― 土師器甕

SD24-2-11 ③
SD24-2-9を切る

SD24-2-8、SP239に切られる
― ―

SD24-2-12 ③ ― ― 土師器坏

SD24-2-13 ① ― ― ―

SP24-200
A　にぶい黄橙＋にぶい黄褐シルト質極細砂

（10YR6/3＋10YR5/3）
― 有 ―

SP24-201 B　にぶい黄橙＋浅黄シルト質極細砂（10YR6/3＋2.5Y7/4） ― 有 ―

SP24-202 B ― 有 ―

SP24-203 B ― ― ―

SP24-204 D　浅黄シルト質極細砂（2.5Y7/5） SD24-3を切る ― ―

SP24-205 A ― ― ―

SP24-206 A ― ― ―

SP24-207 A SD24-2-7を切る ― ―

SP24-208 A ― 有 土師器片

SP24-209 A ― ― ―

SP24-210 A SD24-2-7を切る ― 土師器片

SP24-211 B SD24-2-2を切る ― ―
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1

　  　写　真　図　版

調査区全景と周辺風景（南から）
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2

赤色立体地図からみた遺跡周辺地形（１/5,000）

（S=1/5,000）
0 100m

第５次調査区
第１～４次調査区

調査区全景（南から） 調査区全景（東から）

調査区全景（北から） 調査区西側  谷部（南から）



図
版

3

ＳＲ０１、０２完掘状況（南から）

ＳＲ０１、０２完掘状況（南西から）
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4

ＳＤ０１断面（西から）

ＳＤ０１、０２、０３完掘状況（南から）

ＳＲ０１南側断面（北から） ＳＲ０１北側断面（北から）

ＳＲ０２断面（北から）



図
版

5

ＳＤ０１完掘状況（南東から）

ＳＤ０２完掘状況（南東から）　　

ＳＤ０３完掘状況（南東から）



図
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6

ＳＫ０２断面（東から）

ＳＫ０３断面（東から） ＳＫ０４断面（北から）

ＳＫ０５断面（北から） ＳＫ０６断面（北から）

ＳＤ０３・ＳＫ０１断面（西から）

ＳＫ０１完掘状況（西から）

ＳＤ０２断面（西から）
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